
　長岡市を中心に三条市など周囲30～40㎞圏内を供給エリアとする株式会
社内藤倉吉商店は、3店舗構えていたガソリンスタンド事業から撤退し、株式
会社ベンリーコーポレーション（愛知県清須市）のフランチャイズ店として再
出発。「地域の皆さまのお困りごと」を解決する店舗として、更なる地域密着企
業に進化し、地域住民の生活向上に貢献している。

株式会社内藤倉吉商店

　従来検針は正社員7人が約10日間かけ
て行っていた。限られた期間内での検針業
務では、緊急工事や突発的な機器故障対
応、冬場の灯油配送など顧客からの依頼
に迅速に対応することが困難になることも
多く、「地域の皆さまに快適で豊かな暮らし
を提供する企業として、何とか改善した
かった」とタウンガス事業部主任の大矢忍
さんは当時を振り返る。導入後には検針期
間が5日程度に短縮され、他業務への余裕
ができたことで顧客サービスが格段に向
上したという。
　一方、保安面の強化については「ガス異
常使用時にはセンターから遮断5分前に電話連絡が当社に入るため、お客さ
まに先回りして安全周知連絡ができることは想定外のメリットでした」と話す。

導入の目的はお客さま対応の一層の充実
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　設置した513件は、短期間で設置工事を一斉にできる集合住宅を中心に、
遠距離の戸建を含めて選定した。設置作業は2人で手分けして効率よく進め
られたが、設置工事期間中は雨天が多く、設置前後の写真撮影では白板に記
載した文字が雨で消えてしまったり、フラッシュの反射で撮影数字が見えず、
再度撮影に向かうなど困難を極めたという。「設置前後の撮影写真は、必ず
現地で視認することをお勧めします」と大矢さん。

この地域ならではの天候との闘い
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　また、国内有数の豪雪地帯でもあるため「検針場所まで積雪が多く、見込
み検針をせざるを得ないお客さま宅には何としても設置したかったが、電波
が届かず（設置を）断念した」と大矢さんは悔やんだ。



　集合住宅への設置にあたっては事前に顧客への周知は行わず、設置時に
「ガスメーターのスマート化と検針票廃止」というパンフレットを投函した。ク
レジット払いの顧客（5件程度）からは現行の検針票が欲しいとの要望があっ
たが、大半の顧客からは「これ（ガスメーターのスマート化と検針票廃止）も
時代の流れだね」と理解を得られた。
　会社方針は全件設置。今後2年程度で完遂すべく空いた時間があれば設
置作業にあたっているが、その先のシルバーやゴールド認定は目指してはい
ない。「設置には良い効果しかなく、使い切れていない機能（お客さまのス
マートフォンへの各種表示機能や配送の効率化等）を早急に具現化していく
ことを目的に設置を進めます」と大矢さんは力説する。
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お客さまの反応と今後の展望

顧客に配られた周知チラシ 設置パネル
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